
帝塚山大学　科学研究費助成事業　採択課題一覧

課題番号 採択年度 研究種目 研究課題名 研究代表者名 部局名 職名

26360088 2014 基盤研究(C) 旅館経営における女将の知の蓄積と継承の意味：顧客価値形成を中心に 姜 聖淑 経営学部 准教授

26780028 2014 若手研究(B) 東アジアにおける国際離婚の総合的な紛争処理と国際協力体制の構築に関する研究 黄 ジンテイ 法学部 准教授

15K00219 2015 基盤研究(C) 参加人数の違いがインタラクションの主導権に与える影響 鈴木 紀子 経営学部 講師

15K01785 2015 基盤研究(C) 家庭的保育施設における戸外活動の実態と地域資源の役割 辻󠄀川 ひとみ 現代生活学部 准教授

15K04171 2015 基盤研究(C) 認知症介護にかかわる家族の日常生活における回想行為と精神的健康の関連に関する研究 奥村 由美子 心理学部 教授

15K18189 2015 若手研究(B) 高齢終末期患者の入院環境のデザインに関する研究 小菅 瑠香 現代生活学部 准教授

16H02918 2016 基盤研究(B) 19世紀の日本における感染症流行分析システムの構築 川口 洋 文学部 教授

16K02385 2016 基盤研究(C) 日本統治下の台湾における能楽活動の基礎研究ー資料に基く台湾能楽史の構築をめざして 王 冬蘭 経済学部 教授

16K03171 2016 基盤研究(C) リモートセンシング技術を用いた中国内蒙古自治区の遼代皇帝陵の同定と文化財調査 牟田口 章人 文学部 教授

16K04277 2016 基盤研究(C) 低自己評価者の対人ネットワークの拡大を支える重要他者の制御資源保存機能 谷口 淳一 心理学部 准教授

16K04510 2016 基盤研究(C) 学びの主体形成を促すパーソナル・ライティングの具体的指導方法の開発と拡張 谷 美奈 全学教育開発センター 准教授

16K08792 2016 基盤研究(C) MAC菌の糖ペプチド脂質抗原に制御される形態と宿主応答機序 藤原 永年 現代生活学部 教授

16K13398 2016 挑戦的萌芽研究 医療経営における需用者視点の自費医療の評価と体系化にむけた出産前後自費医療の分析 菅 万希子 経営学部 教授

16K17128 2016 若手研究(B) 企業ダイナミクスにおいて共同研究が果たす役割：特許データを用いた定量分析 蟹 雅代 経済学部 准教授

16K17348 2016 若手研究(B) カウンセリング技法トレーニングの発展に関する研究：マイクロカウンセリングの洗練化 河越 隼人 心理学部 講師

17H01011 2017 基盤研究(A) 高齢ドライバーの生理的老化及び病的老化と運転行動の関係に関する基礎的研究 蓮花 一己 心理学部 教授

17K02481 2017 基盤研究(C) 大名家を介した地域文化と都市演劇文化交流史の研究 後藤 博子 文学部 准教授

17K03221 2017 基盤研究(C) 日本古代尼寺の考古学的研究 清水 昭博 文学部 教授

17K03496 2017 基盤研究(C) 長期保有株主に対する優遇策 福本 葵 法学部 教授

17K04720 2017 基盤研究(C) オランダにおける就学前教育機関と親とのパートナーシップ形成に関する実証的研究 松浦 真理 教育学部 教授

17K12914 2017 若手研究(B) 男性骨粗鬆症への性ホルモンの関与と、食品成分による制御可能性の検討 中西 温子 現代生活学部 講師

17K13756 2017 若手研究(B) 企業内人事マイクロデータを用いたワークライフバランスの実証分析 井川 静恵 経済学部 准教授

17K18279 2017 若手研究(B) 空港および航空会社間の競争が航空ネットワーク形成に与える影響の検証 寺地 祐介 経済学部 准教授

18H05778 2018 研究活動スタート支援 20世紀初頭のアメリカのハイスクールにおける「生物学」の歴史的変遷に関する研究 日髙 翼 教育学部 講師

18K00943 2018 基盤研究(C) 19世紀の近畿・東海地方における民衆信仰組織のネットワーク 山形 隆司 文学部 非常勤講師

18K02510 2018 基盤研究(C) 小規模保育施設における保育運営と建築計画に関する基礎的研究 辻󠄀川 ひとみ 現代生活学部 准教授

18K04526 2018 基盤研究(C) 医療施設の病床再編に伴う建築資源の再構築に関する基礎的研究 小菅 瑠香 現代生活学部 准教授

18K11008 2018 基盤研究(C) 写真法で客観測定した食事時刻・栄養摂取とサーカディアンリズムに関する疫学研究 石塚 理香 現代生活学部 准教授

18K11885 2018 基盤研究(C) サービス人材の業務能力と問題解決スタイルが顧客価値に与える影響：旅館を中心に 姜 聖淑 経営学部 教授

18K12830 2018 若手研究 鉄道技術者の関係性・ネットワーク形成に関する研究－技術者間の競争と協調に着目して 冨田 新 経営学部 准教授

19K00988 2019 基盤研究(C) 寺院の文化財を撮影したガラス乾板写真資料の総合的・基礎的研究 鷺森 浩幸 文学部 教授

19K01978 2019 基盤研究(C) 出産関連自費医療の評価にむけた需要者視点のWTPと家事育児仕事の取組み 菅 万希子 経営学部 教授

19K02232 2019 基盤研究(C) 介護保険サービス提供における営利法人に対する政策的対応および政策理念の変容 石田 慎二 現代生活学部 准教授
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19K02441 2019 基盤研究(C) 看護学生の自己確立と他者受容を促すパーソナル・ライティングの開発と拡張 谷 美奈 全学教育開発センター 准教授

19K03316 2019 基盤研究(C) ペアレント・トレーニング基本プラットホームの普及と効果検証に関する研究 式部 陽子 心理学部 准教授

19K13016 2019 若手研究 履歴と言説の追跡による仏像彫刻の再検討－戦前期国宝指定作例を中心に－ 杉﨑 貴英 文学部 教授

20K01901 2020 基盤研究(C) キャリアとワークライフバランスに関する人事データを用いた実証分析 井川 静恵 経済経営学部 教授

20K02869 2020 基盤研究(C) 国語教育学の発展における日本語学が果たした役割に関する研究－昭和前期を中心に－ 吉田 雅昭 教育学部 講師

20K03013 2020 基盤研究(C) ADHD児童の中枢性疲労における行動・認知・分子基盤の解明 山本 隆宣 心理学部 客員研究員

20K05899 2020 基盤研究(C) 養殖魚の抗酸菌感染症解明による食の安全性確保に資する基礎研究 藤原 永年 現代生活学部 教授

21K13594 2021 若手研究 19-20世紀転換期アメリカ合衆国における「生理学」の歴史的変遷に関する研究 日髙 翼 教育学部 講師

21H03776 2021 基盤研究(B) 江戸時代の東北地方における死亡危機の要因分析システムの構築 川口 洋 文学部 教授

21K02973 2021 基盤研究(C) 親密関係の開始から深化にいたる継続基盤の転換プロセス：幻想主義から現実主義へ 谷口 淳一 心理学部 教授

21K03100 2021 基盤研究(C) ひきこもり経験者の語りから見た支援ーひきこもり者の回復プロセスモデルの作成ー 中地 展生 心理学部 准教授

21K04408 2021 基盤研究(C) 診療施設における環境表面の接触行動調査 小菅 瑠香 現代生活学部 准教授

21K13083 2021 若手研究 Validating a CEFR-informed Open Access English Placement Test Bower Jack 全学教育開発センター 准教授

21K13652 2021 若手研究 臨床現場の視点を重視した心理検査教育プログラムの開発 山口 祐子 心理学部 准教授

21K20473 2021 研究活動スタート支援 順応を考慮した視環境評価指標の開発 木村 均 現代生活学部 准教授

22H00995 2022 基盤研究(B) 小規模保育施設の建築計画と園外活動を支える都市環境のあり方に関する研究 辻󠄀川 ひとみ 現代生活学部 教授

22K02053 2022 基盤研究(C) 介護保険サービス提供における営利法人の実態分析－公私関係の視点から－ 石田 慎二 教育学部 教授

22K02300 2022 基盤研究(C) パーソナルライティングVSアカデミックライティング論争を乗超える文章表現教育開発 谷 美奈 全学教育開発センター 准教授

22K12631 2022 基盤研究(C) 高齢観光の概念的接近：顧客の価値創造プロセス 姜 聖淑 経済経営学部 教授

23K00182 2023 基盤研究(C) 仏像作例をめぐる再認識と理解形成の追跡－郷土史／在野研究／仏教考古学に注目して－ 杉崎 貴英 文学部 教授

23K06554 2023 基盤研究(C) 非結核性抗酸菌症の化学療法で頻発する糖ペプチド脂質の欠失機構と難治化の解明 藤原 永年 現代生活学部 教授

23K16712 2023 若手研究 体罰防止へ向けた学習支援モデルによる体罰の認識プロセスの質的検討 伊藤 麻由美 全学教育開発センター 講師

24K20650 2024 若手研究 朝のラジオ体操が夜型の大学生の生活習慣および気分に及ぼす影響 大石 祥寛 教育学部 准教授

※掲出している所属学部・職位等の情報は科研費採択時のものです。


